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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本電機工業会（JEMA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本

産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS C 

8851:2013 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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小形燃料電池発電システムの 
11 モードエネルギー効率試験方法 

Test methods for 11 mode energy efficiency of small fuel cell power systems 
 

1 適用範囲 

この規格は，定置用の小形固体高分子形燃料電池発電ユニット及び小形固体酸化物形燃料電池発電ユニ

ット（以下，発電ユニットという。）を，起動及び停止を含む標準家庭の消費電力を模擬した 11 モード運

転パターンで運転した場合の 11 モードエネルギー効率を測定する試験方法について規定する。 

この規格は，次の a)～g) に該当する燃料電池発電システムを対象としている。 

a) 燃料電池の種類 固体高分子形燃料電池又は固体酸化物形燃料電池 

b) 出力 定格送電出力 10 kW 未満 

c) 交流出力電圧 220 V 以下 

d) 運転形態 系統連系運転，自立運転又は独立運転 

e) 原燃料 気体燃料（液化石油ガス，都市ガス，水素ガスなど）又は液体燃料（工業ガソリン，自動車

ガソリン，灯油など）  

f) 運転圧力 気体燃料の場合は燃料ガスが通る部分の最高使用圧力が 0.1 MPa 未満，又は液体燃料の場

合は液体燃料が通る部分は 1.0 MPa 未満 

g) システム形態 パッケージに収納された定置用の発電専用システム又はコージェネレーションシステ

ム 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 8800 燃料電池発電システム用語 

JIS C 62282-3-100 燃料電池技術－第 3-100 部：定置用燃料電池発電システム－安全性 

JIS K 0512 水素 

JIS K 2201 工業ガソリン 

JIS K 2202 自動車ガソリン 

JIS K 2203 灯油 

JIS K 2240 液化石油ガス（LP ガス） 

JIS K 2279 原油及び石油製品－発熱量試験方法及び計算による推定方法 


